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第１部 男女共同参画の推進に関する施策の推進状況

１ 平成２５年度に講じた主な施策の推進状況

（１）群馬県男女共同参画推進委員会

群馬県男女共同参画推進条例の規定に基づき、基本計画その他の男女共同参画に関する基本的かつ

総合的な施策及び重要事項を調査審議するために委員会が設置されています。委員の内訳は、学識経

験者４名、各分野代表９名、公募２名の計１５名です。

① 男女共同参画推進委員会開催状況(開催回数 ２回)

開催日 審 議 内 容

平成25年10月25日 ・男女共同参画の推進状況について
・「ぐんまＤＶ対策推進計画」骨子案について
・男女共同参画行政のあり方について

平成26年 2月 7日 ・「ぐんまＤＶ対策推進計画」案について
・男女共同参画社会推進のための拠点施設のあり方検討について

② ＤＶ対策基本計画検討ワーキンググループ(開催回数 ４回)

開催日 審 議 内 容

平成25年 6月21日 ・現行計画の進捗状況と評価
・ＤＶ実態調査結果の説明
・評価・課題の抽出

平成25年 8月 1日 ・第３次ぐんまＤＶ対策推進計画骨子案について

平成25年11月27日 ・第３次ぐんまＤＶ対策推進計画案の検討について

平成26年 1月29日 ・第３次ぐんまＤＶ対策推進計画最終案の検討について

※ワーキンググループは設置要綱により推進委員会の下に設置

（２）男女共同参画フェスティバル

男女共同参画社会への理解を深めるために、「男女共同

参画週間」にちなんで、群馬県女性団体連絡協議会と共催

し、「男女共同参画フェスティバル」を開催しました。

・期 日：平成２５年６月２２日（土）

・会 場：ぐんま男女共同参画センター

・テーマ：「輝こう 群馬の女と男」

～ささえあおう❤みんなで！～

・内 容：展示、啓発グッズ配布、バザー、お茶席

ワークショップ

「シニア（女・男）の健康と安全－事故の防止と応急手当」

ワークショップ
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講師：日本赤十字社群馬県支部健康生活支援講習講師 伊藤惠子氏

日本赤十字社群馬県支部幼児安全法指導員 加藤潤子氏

・参加者：３５０名

男女共同参画週間とは

男女共同参画社会基本法の施行（平成１１年６月２３日）を記念して、毎年６月２３日から２９日までの期間

を「男女共同参画週間」と定め、法律の目的及び基本理念に関する国民の理解を深めるため国、地方公共団体が全

国で様々な行事を開催しています。

（３）男女共同参画推進員の設置

社会人が一日の活動時間の多くを過ごす職場における男女共同参画の推進は、地域や家庭にも大き

く影響するため、男女共同参画社会の実現に極めて重要な意味を持ちます。

「群馬県男女共同参画推進条例」に規定された「男女共同参画推進員」は、職場における男女共同

参画推進の中心人物となっていただく方で、平成２６年３月３１日現在、４１５の事業所において設

置されています。県は情報の提供等により、推進員の取組を支援しています。

（４）事業所の男女共同参画推進事業

群馬県立女子大学と連携し、県内の男女共同参画推進員設置事業所に対し、実態調査を行うととも

に、事業所訪問などにより、ロールモデルのヒアリング調査を実施し、取組の好事例などを情報発信

しました。

① アンケート調査実施：男女共同参画推進員設置事業所（４１１社 回答２３６社）

② 事業所訪問及び取材：県内１１社

③ 講演会及び成果発表：平成２６年１月２８日開催（群馬県立女子大学）

・講演会 講師 慶應義塾大学商学部教授 樋口義男氏

テーマ 「働き方とくらしの改革をめざして～ワーク・ライフ・バランスの実現～」

・成果発表 群馬県立女子大学国際コミュニケーション学部学生

・情報発信 ホームページ、冊子等により取組事例やロールモデルを紹介

講演会：樋口義男氏

事業所訪問調査

事業所訪問報告書
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（５）女性に対する暴力根絶及び被害者支援のための取組

男女共同参画社会実現のための大きな障害である女性に対する暴力を根絶し、被害者を支援するた

め、平成２５年度に実施した主な取組は次のとおりです。

①啓発冊子等の作成・配布

県民の理解を促すため、一般県民向けのＤＶ防止啓発冊子及びＤＶ相談窓口一覧カード作成し、市

町村、県有施設等に配布するとともに、若年者からのＤＶ予防を図るために、若者向け啓発冊子を作

成し、県内高校及び大学等に配布しました。

②高校・大学等へのＤＶ防止啓発講師派遣

若年期に正しい知識と理解を深めることがＤＶ防止

につながることから、高校・大学等にデートＤＶ防

止の啓発のための講師を派遣しました。

・派遣実績：１１校

③民間団体及び関係機関との連携

・民間シェルター支援

シェルターを運営する民間団体に、家賃等の補助を行いました。

交付実績（平成２５年度） ２件 ６００千円

・民間団体支援

被害者の保護や自立支援を行う民間団体に対し、自立支援のための各種手続き等への同行支援に対

し補助を行いました。

交付実績（平成２５年度） ２団体 １９１千円

・関係機関との連携

裁判所、法務局、検察庁、県警、女性相談所、民間支援団体、母子生活支援施設、保健福祉事務所

弁護士会等で組織する「女性に対する暴力被害者支援機関ネットワーク会議」を開催しました。

④ＤＶ被害者支援 自立支援コーディネート事業

ＤＶ被害者が地域の中で自立するために必要な情報の収集や支援ボランティアの育成研修を実施す

るための研修を実施しＤＶ被害者の自立を支援するためのコーディネート事業を開始しました。

（緊急雇用基金事業H25年度～H26年度）

⑤女性に対する暴力をなくす運動

女性に対する暴力根絶のための啓発活動として、ポスター・リーフレットの掲示・配布や県ＨＰ等

による広報活動を実施しました。

⑥相談事業

女性相談センター、女性相談所において、暴力被害女性に対する相談を実施しました。

相談日時 平日 ９時～２０時 土日祝 １３時～１７時

相談件数 ４，２９８件（うちＤＶ相談 １，９２９件）

⑦被害者保護・自立支援

保護を必要とする被害女性については、女性相談所の一時保護所及び三山寮（婦人保護施設）にお

いて保護及び自立支援を行いました。

・一時保護所 要保護女子：実人員 ６０人、延べ人員 ５６５人

同 伴 児 童：実人員 ４９人 延べ人員 ４０８人

・三山寮 要保護女子：実人員 ２０人、延べ人員 ６２８人

同 伴 児 童：実人員 １７人 延べ人員 ４１５人

デートＤＶ講座実施
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女性に対する暴力をなくす運動について

毎年１１月１２日から２５日（女性に対する暴力撤廃国際日）までの２週間を「女性に対する暴力をなく

す運動」の期間として、国や地方公共団体等が様々な運動を展開しています。

「女性に対する暴力撤廃国際日」（１１月２５日）は１９９９年１２月、国連総会で指定されました。

１９６１年のこの日にドミニカ共和国の政治活動家であったミラバル三姉妹が惨殺されたことにちなんで

います。

（６）男女共同参画の推進に関する意見の受付

「群馬県男女共同参画推進条例」第１０条では、県民及び事業者が男女共同参画に関連する施策に

ついて、県へ意見を申し出ることができる旨定めています。

・平成２５年度：２件

（７）男女共同参画講演会（ぐんま男女共同参画センター）

① 男女共同参画「基礎講座」

男女共同参画について基礎から学ぶことを目的に、東京家政大学と共催で、一般県民の方を対象と

した全６回の連続講座を開催しました。（対象：男女共同参画に興味のある方、参加者：延べ１６８人、

会場：ぐんま男女共同参画センター）

期日 内容（テーマ） 講 師 参加人数

１１月 ２日（土）講義／デンマークの高齢者福祉～男 松岡洋子さん ４１人
女共同参画とエイジングインプレイ （東京家政大学人文学部講師）
スの視点から

１１月 ９日（土）講義／夫婦別姓？夫婦同姓？～諸外 笹川あゆみさん ２８人
国の事例 （東京家政大学人間文化研究所非常勤講師）

１１月２３日（土）講義／メディアの中の女性と家族 平田由紀江さん ２７人
（獨協大学国際教養学部准教授）

１１月３０日（土）講義／アメリカ政治社会とジェンダ 倉本由紀子さん ２９人
ー （立教大学社会学部特任准教授）

１２月 ７日（土）講義／現代ドイツとジェンダー～ラ 田中洋美さん １９人
イフスタイルの変化から考える （明治大学情報コミュニケーション学部特任講師）

１２月１４日（土）講義／日本で暮らす外国人女性たち 長谷部美佳さん ２４人
（東京外国語大学世界言語社会教育ｾﾝﾀｰ特任講師）

質疑応答倉本由紀子講師会場の様子
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② 事業未実施町村との共催による男女共同参画講演会

男女共同参画社会の形成を目指し、男女共同参画に関する事業が未実施の町村（平成２４年度末

１６町村）において講演会を行っています。平成２５年度はみなかみ町と共催で利根沼田地域を中心

とした一般県民を対象に開催しました。

期日 内容（テーマ） 講師 会場 参加人数

１１月２４日（日）講演会／男女共同参画社会の先に 杉尾秀哉さん みなかみ町カル １３２人

「報道の現場から見えてくるもの」 （TBSテレビ報道局解説・ チャーセンター

専門記者室長）

③ 群馬県新規採用職員研修

男女共同参画は、職員として習得すべき基礎的なテーマであることから、県自治研修センターが行

う研修の一環として実施しました。（対象：県新規採用職員）

期日 内容（テーマ） 講師 会場 参加人数

４月１５日（月）講義／男女共同参画 大森昭生さん 群馬県自治研修 １２９人

(共愛学園前橋国際 センター

大学副学長･教授)

（８）活動支援事業（ぐんま男女共同参画センター）

① 協働事業

センター利用団体等、日頃から男女共同参画社会の形成に向けた活動を行っているグループ・団体

と連携・協働し、以下の４事業を実施しました。

期日 内容【協働団体】 講師 会場 参加人数

４月２1日（日）実習「子育てを一緒に楽しもう～紙 高橋さゆりさん ぐんま男女共同 ２０家族
粘土で手形づくり」 （和い輪いネッ 参画センター ５８人
【和い輪いネットワーク】 トワーク代表）

６月１６日（日）講義「女性の就業セミナー～アロマ 小野里操さん 群馬県社会福祉 ３３人
の香りとリンパマッサージを学ぶ」 （アロマセラピ 総合センター
【群馬県母子寡婦福祉協議会】 スト）

１２月１５日（日）講演「子どもの救急に関する講演会」山田佳之さん 県庁 ７４人
【和い輪いネットワーク】 （県立小児医療

センター医師）

杉尾秀哉講師 会場の様子


